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要約 

 

 地方病性牛白血病（EBL）対策には農場の牛白血病ウイルス（BLV）浸潤状況調査による感染牛把

握が重要だが、検査手数料の負担、採血の労力により頻回検査の困難等が課題。プール血清及びバ

ルク乳を用いた ELISA法（EL）により農場における BLV抗体陽性牛（陽性牛）有無の判定と BLV 抗

体陽性率（陽性率）推測の可否を検討。試験１：陽性牛プール血清の希釈系列 EL では検出限界は

陽性率１％で陽性率推測は困難。試験２：農場毎プール血清 EL では陽性牛有無の判定が可能。試

験３：陽性牛プール乳清の希釈系列 EL では検出限界は陽性率５％で陽性率推測が可能。試験４：

バルク乳 EL による推定陽性率は個体毎の血清を用いた陽性率と概ね同等。試験５：バルク乳 ELに

よる管内酪農場の陽性率調査では、管内 52 農場に陽性牛が存在し、うち 18農場は BLV 浸潤状況調

査未実施。ELにプール血清あるいはバルク乳利用で BLV 清浄性確認検査時の検査手数料の負担が軽

減され、バルク乳利用で頻回検査が可能と考察。 

 

１ はじめに 

EBL 対策には農場の BLV 浸潤状況調査により

農場の感染牛を把握する必要がある。この BLV

浸潤状況調査の実施には三つの課題があり、第

一に BLV浸潤状況調査未実施では農場の感染牛

の有無や陽性率がわからないこと、第二に検査

手数料の負担がかかること、第三に採血に労力

がかかるため、頻回検査ができないことが挙げ

られる。これらの課題を解決するため、農場毎

のプール血清及びバルク乳を用いた EL により

農場の陽性牛有無の判定及び陽性率推測の可

否について検討したので、その概要を報告する。 

 

２ 方法と結果 

試験１ 陽性牛プール血清の希釈系列の EL 

(1)材料及び方法 

陽性牛 100 頭の血清を用いた。50μl ずつプ

ールした血清を市販キット（牛白血病エライザ

キット、JNC 社製）に付属の血清希釈液を用い

て希釈系列を作成し、ELを実施した(表１）。 

表１ 陽性牛プール血清の希釈倍率及び血 

清濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)結果 

 S/P 値 0.3 以上を陽性と判定したところ、検

出限界は陽性率１％であった(表２)。 

 

 

 



表２ 陽性プール血清の希釈系列の EL結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S/P 値が 3 を超えると陽性率の上昇が垂直傾

向となり、陽性率の高い検体が低い検体よりも

S/P 値が低くなるものもみられた (図１)。 

 

図１ 陽性プール血清の希釈系列の EL結果 

 

試験２ 農場毎プール血清の EL 

(1)材料及び方法 

実際に農場における陽性牛有無の判定の可

否を、陽性率が判明している 10 農場、検査未

実施で陽性率が判明していない主に乳用牛を

飼養している２農場及び主に肉用牛を飼養し

ている２農場の計 14 農場の血清を用いて検討

した。血清は農場毎に 50μl ずつプールし EL

を実施した。 

 

(2)結果 

 陽性率が判明している 10 農場のうち、陽性

牛が存在する９農場は S/P値が 0.3以上であり、

陽性牛が存在しない１農場は S/P値が 0.3未満

であった。検査未実施の４農場のうち、W、X、

Z農場は S/P 値が 0.3以上であり、Y農場は S/P

値が 0.3未満であった（表３）。 

 

表３ 農場毎プール血清の EL 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験３ 陽性牛プール乳清の希釈系列の EL 

(1)材料及び方法 

陽性牛 10 頭の乳清を用いた。100μl ずつプ

ールした乳清を市販キットに付属の血清希釈

液を用いて希釈系列を作成し、EL を実施した

(表４）。 

 

表４ 陽性牛プール乳清の希釈倍率及び乳 

清濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)結果 

 乳清で血清と同等の判定を行うため、カット



オフ値を S/P値 0.017～0.132に設定 1)し判定し

たところ、検出限界は陽性率５％であった(表

５)。 

 

表５ 陽性プール乳清の希釈系列の EL結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定された S/P値はほぼ右肩上がりになって

おり、近似曲線を作成すると y=102.1x+0.4135

の式が得られた。決定係数は 0.9795 と 1 に近

かった(図２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 陽性プール乳清の希釈系列の EL結果 

 

試験４ バルク乳の EL 

(1) 材料及び方法 

陽性率が判明している 11 農場のバルク乳を

EL に用いることで、実際に農場における陽性牛

有無の判定及び陽性率推測の可否を検討した

(表６)。 

 

表６ バルク乳の ELを実施する 11農場の 

血清を用いた浸潤状況調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルク乳は血清と同様に 10μl を EL に供し

た。 

 

 (2)結果 

 ３農場についてはバルク乳での推定陽性率

は実際の陽性率より高くなったものの、それ以

外の８農場についてはバルク乳での推定陽性

率と実際の陽性率は概ね等しかった(図３)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ バルク乳の EL結果 

 

試験５ バルク乳の ELによる管内酪農場の 

推定陽性率調査 

(1) 材料及び方法 

管内 76農場のバルク乳を用いて ELを実施し

測定された S/P値を試験３で得られた式に代入

することで、各農場の推定陽性率を調査した。 



(2)結果 

 少なくとも管内 52 農場には陽性牛が存在す

ると推測され、そのうち 18 農場は BLV 浸潤状

況調査未実施であった(表７)。 

 

表７ バルク乳の ELによる管内酪農場の 

推定陽性率調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 考察 

試験１においてプール血清 EL の検出限界は

陽性率１％であり、プール血清を利用すること

で高い検出感度で農場における陽性牛有無の

判定が可能と考えられた。一方で、S/P 値が 3

を超えると陽性率の上昇が垂直傾向となり、陽

性率の高い検体が低い検体よりも S/P値が低く

なるものもみられたことから、陽性率の推測は

困難であると考えられた。 

試験２では陽性率が判明している 10 農場の

うち、陽性牛が存在する９農場は S/P 値が 0.3

以上、陽性牛が存在しない１農場はS/P値が0.3

未満となり、正確に農場における陽性牛有無の

判定を行うことができた。また、検査未実施の

４農場のうち、W、X、Z 農場は S/P 値が 0.3 以

上であるため陽性牛が存在すると推測され、Y

農場は S/P値が 0.3未満であるため陽性牛が存

在しないと推測された。このことから、プール

血清を用いた EL により農場における陽性牛有

無の判定が可能であると考えられた。 

試験３においてプール乳清 EL の検出限界は

陽性率５％であり、プール血清と比べると検出

感度は劣るものの、プール乳清を利用すること

で農場における陽性牛有無の判定が可能と考

えられた。また、測定された S/P値から近似曲

線を作成すると y=102.x+0.4135の式が得られ、

決定係数からも測定された S/P値を式に代入す

ることで陽性率推測が可能と考えられた。 

試験４では 11 農場のうち、３農場について

はバルク乳での推定陽性率が実際の陽性率よ

り高くなった。バルク乳での推定陽性率が実際

の陽性率と異なる要因として農場の飼養頭数、

乾乳牛の頭数、陽性牛の S/P 値及び乳量等が考

えられ、バルク乳の EL ではこれらの要因につ

いても考慮し評価する必要がある。一方、その

他の８農場はバルク乳での推定陽性率と実際

の陽性率は概ね等しく、一部例外はあるものの

バルク乳の EL により陽性率の推測が可能であ

ると考えられた。 

試験５ではプール乳清 EL の検出限界が陽性

率５％であるため、推定陽性率５％未満の Aに

ついても陽性牛が存在する可能性は否定でき

ない。少なくとも、推定陽性率５％以上の B、C、

D、Eについては陽性牛が１頭以上存在すると考

えられた。管内 52 農場には陽性牛が存在する

と推測され、そのうち 18 農場は BLV 浸潤状況

調査未実施であり、陽性牛が存在するにもかか

わらず EBL対策が充分に実施されていないと考

えられることから、早期に BLV浸潤状況調査を

実施し対策をとる必要があると考えられた。 

今回の結果から、プール血清及びバルク乳を

用いた EL を実施することで農場内の陽性牛の

存在が判明するため、個体検査を実施する意義

が増すと考えられた。陽性率により実施するべ

き EBL 対策の内容は異なるが、バルク乳の EL

では陽性率の推測が可能であるため、個体検査

を実施する前に対策方針を立てることが可能

であると考えられた。また、BLV の清浄性が確

認された農場は個体検査を実施する必要が無

くなるため、検査手数料の負担軽減が期待され

る。さらに、採材が容易なバルク乳を利用する

ことで頻回検査が可能になり、新規感染牛を早

期に特定することができると考えられた。 

 

６ おわりに 

 プール血清及びバルク乳を用いた EL の活用

法として、プール血清を用いた EL は農場の陽



性牛有無を判定することが可能であり、肉用牛

飼養農場においても実施が可能である。バルク

乳を用いた EL は農場の陽性牛有無を判定する

ことが可能であることに加え、頻回検査が可能

である特性を活かし、農場のモニタリングに利

用することで BLV対策の効果判定に利用が可能

であると考えられる。これらの方法を活用した

BLV 検査の効率化が、BLV 清浄化達成への一助

となることを期待する。 
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